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µ(t) と K0(t) の推定 	
( ) ( )0 0 0, logK K KQ q w w L q w wµ µ µ= − Φ − Φ
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M>= 2  S= 1000  T= 7305  Tend= 12346
mu= 0.023446 K0= 0.039303 c= 0.0040567
alpha= 0.098234 p= 1.408
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（左）１９８２年から１９９９年まで、ETASモ
デルの推定	
（右）群発地震の前後で有為な変化点が採れる。　各期間でETASのパラメータを推定
した。	
2. 伊豆東部の地震活動：不定期に群発活動が起こる。群発機関ではパラメータが大きく異なる。	
3. 1997年の群発地震を非定常ETASで推定	
4. 伊豆東部体積歪みからマグマ貫入による変動量を取り出す	
地震による体積歪
み変動量の推定値	
M４以上の地震後30
秒間の体積歪み変動 
体積歪み計の測定値から地震
による変動推定量を差し引く。 
マグマ貫入による変動 
非定常ETAS	
推定と実測値の比較	
ETASの推定	
5. 非定常ETASと体積歪みの比較	
マグマ貫入による体積歪
みと、非定常ETASによる
常時地震活動の変動が良
く近似する。 
